


















































18 ＋ 6 ＝ 24（個）
一人ずつの差は、
7 － 4 ＝ 3（個）
公式より、人数は、









4 Ｘ＋ 18 ＝ 7 Ｘ－ 6
解くと、










　算数的解法の、差の集まりの 24 個や一人ずつの差の 3 個は、代数的解法の、方程式の中
























第 1 学年 A　数と式　　一元一次方程式


















昭和 33 年 5 5 5 5 5 5 5
昭和 44 年 5 5 5 5 5 5 6
昭和 52 年 5 5 5 5 5 5 6
平成元年 5 5 5 － 5 5 6
平成 10 年 6 5 6 － 5 6 6
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（1） 田端輝彦「同種の量の割合の導入に関する一考察」『日本数学教育学会誌』第 85 巻第 12 号、2003、
p.3
（2） 田端輝彦「同種の量の割合と異種の量の割合の指導順序に関する考察」『日本数学教育学会誌』、第












　1 と 2、1 と 3 はそれぞれ、投げた回数と入った回数のどちらかが同じであるため、子ど






















































＊ 1　帯小数……1.2 や 3.5 など、１より大きい小数のことをいう。





（2） 下道成人「第 5 学年　割合の指導を考える」前注（1）の当日配布資料　所収、2006,p.41
（3） 前掲書．p.41
（4） 前掲書．p.41













































































































図を用いた。かけわり図とは、例えば「1 皿に 2 個ずつりんごが乗ったお皿が 3 皿あったら
りんごは 6 個」という場面だったら図 3-2-1 のように表される。
　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　1 皿　　　　　　　　　　　 　3 皿
　　　　　　　図 3-2-1：りんごの数の問題のかけわり図



































































































































































1 時 2 つの部分を比べたときの割合　鉛筆がチョークの何倍であるか調べる。
2 時 市川氏の割合定規を作る。
3 時 2 つの部分を比べたときの割合　割合定規を使って鉛筆とチョークの割合を調べる。
4 時 2 つの部分を比べたときの割合　割合定規を使って、連続量の長さである顔の長さと
その他の部分やノートの縦と横の長さなどの割合を調べる。
5 時 2 つの部分を比べたときの割合　連続量の面積である中庭の花壇と芝生の割合や、体
積である腐葉土と赤玉土の割合などを、棒グラフに直してから割合定規で調べる。
6 時 2 つの部分を比べたときの割合　オセロの白石と黒石の割合など、分離量の個数を棒
グラフに直してから割合定規で調べる。
7 時 2 つの部分を比べたときの割合　分離量の人数である男女の割合を、棒グラフに直し
てから割合定規で調べる。
80
8 時
9 時
全体の中のどれだけにあたるかという問題
学校の中のサッカークラブの人数やクラブの定員数と希望者数、定価と割引などの問
題を、棒グラフに直してから割合定規で調べる。
10 時
11 時
確率的な問題　当たりくじを引く確率やシュート成功率などを、実際に体験し、正田
氏の割合の数直線を書く。
12 時
13 時
確率的な問題　テレビの視聴率や野球の打率などを調べ、正田氏の割合の数直線を書
く。
14 時 確率的な問題　テレビの視聴率の問題を、かけわり図にして考える。
15 時
16 時
2 つの部分を比べたときの割合　秋田氏のかけわり図を使って、父と娘の年齢の割合
をかけわり図を書いて解く。
　児童の発達段階にあわせ、理解しやすい易しいものから指導することと、児童が実際に操
作して理解が促進される教具を用いることを重視して指導計画を示してきた。これを実際に
行ってみると問題点が出てくると思うが、ただ教科書通り授業を行うのではなく、いかに児
童のつまずきを無くせるか研究し、自分なりの指導計画を立て授業を行うことは大切である
だろう。
4. 3　今後の課題
　この論文では、5、6 学年に焦点を当て見てきたが、この指導計画以前の指導について考
えるのであれば、かけ算とわり算の指導について指摘したい。割合の基となるのがかけ算と
わり算であり、これらを学習した際に意味がしっかりと把握されてきていないので割合の学
習でつまずくのだという主張もある。したがって、かけ算を学習する 2 年生、わり算を学
習する 3 年生のうちからかけわり図を使って式の意味を理解しておくことが望ましいと考
える。
　また、現行の学習指導要領では、文章題に関する扱いについて明確な位置付けを欠くこと
も、立式ができない原因であると考える。現在の教科書では、文章題は公式を覚えた後の練
習問題として扱われ、その問題は単元ごとにあり、かけ算を覚えた後はかけ算の文章題しか
出てこない。これでは児童が問題の意味を考えなくなってしまい、割合になった時に今まで
のようにいかなくなるため、つまずくのだといえる。
　この 2 つを今後の課題としていきたい。
